
 

 

 

令和５年度 自己評価報告書 

優和福祉専門学校 

（１）教育理念・目標 

評 価 項 目 
適切---4、ほぼ適切---3、 

やや適切---2、不適切---1 

評定 

平均 

・理念・目的・育成人材像は定められている

か（専門分野の特性が明確になっているか） 
４  ３  ２  １ 3.6 

・学校における職業訓練の特色は明確になっ

ているか 
４  ３  ２  １ 3.2 

・社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来

構想は明確になっているか 
４  ３  ２  １ 2.8 

・理念・目的・育成人材像・特色・将来構想

などが生徒・保護者等に周知されているか 
４  ３  ２  １ 2.8 

・各学科の教育目標、育成人材像は、学科等

に対する業界のニーズに向けて方向づけら

れているか 

４  ３  ２  １ 3.0 

 

＜現状・課題・改善＞ 

 ・日本介護福祉士会から出された「介護実習指導のためのガイドライン（2019年 3月）」

に沿って教育目標を設定し教育活動に取り組んできています。ここ数年のコロナウイ

ルス感染症の流行もあり、社会情勢から求められるニーズも一層複雑・多様化していま

す。その背景も踏まえつつ、教育目標に沿った教育活動の浸透に心掛けていきます。 

 ・今年度はコロナウイルス感染防止対策に継続して努めつつ、学習はもちろんのこと学校

行事もすべて年間予定に従って実施できました。昨年度実施できなかった校外研修は、

１・２年生一緒に実施し、学生相互の交流を深める導入研修として十分に役割を果たす

ものとなりました。 

・学校の教育理念や目標等については、入学時のオリエンテーションで説明するにとどま

ってしまいがちです。学生は学校生活の中で日常的に理解を促すように努めています

が、保護者には公式のホームページを通してご理解いただくか必要に応じて懇談の機

会を設けるなどして理解を図る努力をしています。 

 ・介護人材に求められる資質・能力を育成することを目指して、学生に寄り添ったきめ細

やかな教育活動を進めます。また、本校の将来構想をより明確にし、その内容を伝える

機会を適時設け、学生や保護者へ向けて内容の周知を図ります。 

  



 

 

（２）学校運営 

評 価 項 目 
適切---4、ほぼ適切---3、 

やや適切---2、不適切---1 

評定 

平均 

・目的等に沿った運営方針が策定されている

か 
４  ３  ２  １ 3.2 

・事業計画に沿った運営方針が策定されてい

るか 
４  ３  ２  １ 3.4 

・運営組織や意志決定機能は、規則等におい

て明確化されているか、有効に機能してい

るか 

４  ３  ２  １ 2.8 

・人事、給与に関する制度は整備されている

か 
４  ３  ２  １ 2.8 

・教務・財務等の組織整備など意識決定シス

テムは整備されているか 
４  ３  ２  １ 3 

・業界や地域社会等に対するコンプライアン

ス体制が整備されているか 
４  ３  ２  １ 3.2 

・教育活動に関する情報公開が適切になされ

ているか 
４  ３  ２  １ 3.2 

・情報システム化等による業務の効率化が図

られているか 
４  ３  ２  １ 2.6 

 

＜現状・課題・改善＞ 

 ・教育活動等の情報公開については、必要な内容を適切に発信することができたと思いま

す。特にホームページによる情報は、最新の情報をタイムリーに発信しました。しかし

ながら発信できた情報量としてはまだまだ十分とは言えません。また、日頃の学校生活

の様子が伝えられると、本校の魅力や学生の満足度、保護者との連携なども高められる

と考えます。 

・今後は、インスタグラムや X（旧 Twitter）等、SNSを活用し、本校や介護の魅力等を

発信していく必要があると考えています。そのためには、専門業者の活用や学生も巻き

込んだ情報発信の方法などの工夫が必要となると考えています。 

 ・職員の一人一台 PCの配備、校内 RANや教室内の ICT環境の整備など、情報化システ

ムによる公務の効率化も図られてきています。しかし情報化は大変なスピードで加速

していますので、セキュリティ対策やネットワーク、機器等の保守点検など、業者への

一括委託による安全な情報管理環境を整備したり、特別な技術を必要とせずに簡単に

情報発信できるしくみを取り入れたりすることなどが求められてきています。 



 

 

 

（３）教育活動 

評 価 項 目 
適切---4、ほぼ適切---3、 

やや適切---2、不適切---1 

評定 

平均 

・教育理念等に沿った教育課程の編成・実施

方針等が策定されているか 
４  ３  ２  １ 3.4 

・教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏

まえた教育機関としての修業年限に対応し

た教育到達レベルや学習時間の確保は明確

にされているか 

４  ３  ２  １ 3.4 

・学科等のカリキュラムは体系的に編成され

ているか 
４  ３  ２  １ 3.2 

・キャリア教育・実践的な職業教育の視点に

立ったカリキュラムや教育方法の工夫・開

発などが実施されているか 

４  ３  ２  １ 3.2 

・関連分野の企業・関連施設等、業界団体等

との連携により、カリキュラムの作成・見直

し等が行われているか 

４  ３  ２  １ 3.2 

・関連分野における実践的な職業教育（産学

連携によるインターンシップ、実技・実習

等）が体系的に位置づけられているか 

４  ３  ２  １ 3.6 

・授業評価の実施・評価体制はあるか ４  ３  ２  １ 3.2 

・職業に関する外部関係者からの評価を取り

入れているか 
４  ３  ２  １ 3.2 

・成績評価・単位認定の基準は明確になって

いるか 
４  ３  ２  １ 3.2 

・資格取得の指導体制、カリキュラムの中で

の体系的な位置付けはあるか 
４  ３  ２  １ 3.2 

・人材育成目標に向け授業を行うことができ

る要件を備えた教育を確保しているか 
４  ３  ２  １ 3.4 

・関連分野における業界等との連携において

優れた教員（本務・業務含め）の提供先を確

保するマネジメントが行われているか 

４  ３  ２  １ 3.2 



 

 

・関連分野における先端的な知識・技能等を

修得するための研修や教員の指導力育成な

ど資質向上のための取組が行われているか 

４  ３  ２  １ 2.6 

・職員の能力開発のための研修等が行われて

いるか 
４  ３  ２  １ 2.2 

 

＜現状・課題・改善＞ 

・今年度の教育活動は、新型コロナウイルス感染拡大防止の基本的対策（マスクの着用、

手指消毒、登校時検温、健康シート記入、校内においては換気、ソーシャルディスタン

スを取るなど）を継続し、授業や施設実習、各種行事等、全て予定どおり実施すること

ができました。 

 ・外部講師や教員が高齢化してきていることを踏まえると、講師や教員の確保については

今後十分な見通しをもって取り組むことが重要になります。確かな教育の提供を持続

するために、人材を確保する組織的な体制を作り上げていくことが課題になっていま

す。 

 ・教職員の能力開発のための研修は必須ですが、実際には日々の業務で手一杯な状況で、

外部研修等を受講することは時間的に難しい状況です。そのため、OJT を活性化して

いくことが有効な方策であるという考え方に立ち、職員相互の協働・信頼・責任ある行

動を大切にした職場づくりに努めています。 

 ・これからの時代に求められる人材像や介護の将来構想などを踏まえ、昨年度から介護ロ

ボット・ICT、メイク、トラベルの３領域の内容を各２コマ、科目に関連付けて実施し

ています。介護業界のニーズに応える一方向性を示すことができたのではないかと考

えます。引き続き学生が有用性を実感できる内容に発展させていきたいと思います。 

 ・科目指導に当たっては、シラバスに基づいて目標や内容等、適切な管理・実施に努めて

います。指導に複数の教員を必要とする科目については、原則、指導展開や指導方法等、

事前の打合せを行っています。しかし、事前の時間が十分に確保できない時には、指導

者相互の理解不足が生じることもあります。そこで教員間の連携を効率的・効果的に図

るために、日々実践している指導展開や指導方法等を蓄積し、指導案としてマニュアル

化していく取り組みを進めています。 

 

（４）学修成果 

評 価 項 目 
適切---4、ほぼ適切---3、 

やや適切---2、不適切---1 

評定 

平均 

・就職率の向上が図られているか ４  ３  ２  １ 3.8 



 

 

・資格取得率の向上が図られているか ４  ３  ２  １ 3.8 

・退学率の低減が図られているか ４  ３  ２  １ 2.4 

・卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把

握しているか 
４  ３  ２  １ 3.0 

・卒業後のキャリア形成への効果を把握し、学

校の教育活動の改善に活用されているか 
４  ３  ２  １ 3.0 

 

＜現状・課題・改善＞ 

・退学者を出さないように学業の支援や生徒指導を行いましたが、残念ながら本年度は 7

名の退学者が出てしまいました。その中には、中国からの留学生も含まれています。

様々な要因がありますが、まずは現状を振り返り、学校生活への適応指導や学業へのサ

ポート体制の充実を図ることが喫緊の課題です。 

・近年は、将来への目的や方向性が不明確な学生が散見されます。まさに昨今の社会情勢

を反映しているように感じます。「自分に何ができるのか、何がしたいのか、どんな自

分になりたいのか」など、介護や人生の目標の確立に向け、一層の学生支援を図ります。 

 ・退学者の人数に過度にフォーカスを当て過ぎるあまり、本来行うべき学生指導を教員が

躊躇してしまうようなことがないように対応する必要もあると考えます。 

 

（５）学生支援 

評 価 項 目 
適切---4、ほぼ適切---3、 

やや適切---2、不適切---1 

評定 

平均 

・進路・就職に関する支援体制は整備されて

いるか 
４  ３  ２  １ 3.2 

・学生相談に関する体制は整備されているか ４  ３  ２  １ 2.6 

・学生の経済的側面に対する支援体制は整備

されているか 
４  ３  ２  １ 3 

・学生の健康管理を担う組織体制はあるか ４  ３  ２  １ 3.2 

・課外活動に対する支援体制は整備されてい

るか 
４  ３  ２  １ 2.6 

・学生の生活環境への支援は行われているか ４  ３  ２  １ 3.0 



 

 

・保護者と適切に連携しているか ４  ３  ２  １ 2.6 

・卒業生への支援体制はあるか ４  ３  ２  １ 3.0 

・社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備

されているか 
４  ３  ２  １ 3.0 

・高校・高等専門学校等との連携によるキャ

リア教育・職業教育の取組が行われている

か 

４  ３  ２  １ 2.6 

 

＜現状・課題・改善＞ 

 ・学内実習の試験に向け、練習期間を決めて放課後の実習室を開放しています。 

 ・学生の個別相談は年間を通して計画的に実施しています。また、必要に応じて随時面談

をしたり、相談内容に応じて担当職員を変えたりしています。適切な支援やアドバイス

を行うために、職員は日頃から学生理解に努めることが大切であると思います。 

 ・介護の魅力発信は業界の大きな課題の一つとなっています。本校でもその一翼を担いた

いと考え、出張授業を実施しています。今年度は、昭和町内の小学校２校から要請を受

け授業を行いました。また、１１月には山梨県社会福祉協議会主催の介護の魅力発信イ

ベントが行われ、本校の２年生も全員参加し啓発活動を行いました。 

・授業料等減免制度及び日本学生支援機構の給付型奨学金制度、介護福祉士修学支援資金

制度など、介護福祉士を目指す学生への経済支援は年々充実してきています。学生の約

７割がいずれかの制度を利用しています。 

・来年度は「高等教育の修学支援新制度」について機関要件が厳格化されます。本校は収

容定員充足率で厳しい現実を抱えていますが、地域の経済社会にとって重要な専門人

材の育成に貢献していくという学校の価値と存続の意義を、今後も広く周知・啓発して

いきたいと考えています。 

 ・看護の専任教員が学生の健康管理担当となって、日頃の健康観察や感染症対策等の取り

組みを進めています。コロナウイルス感染症に関して言えば、今年度は学生・教職員に

感染者はありませんでした。 

 

（６）教育環境 

評 価 項 目 
適切---4、ほぼ適切---3、 

やや適切---2、不適切---1 

評定 

平均 

・施設・設備は、教育上の必要性に十分対応

できるよう整備されているか 
４  ３  ２  １ 2.8 



 

 

・学内外の実習施設、インターンシップ、海

外研修等について十分な教育体制を整備し

ているか 

４  ３  ２  １ 2.8 

・防災に対する体制は整備されているか ４  ３  ２  １ 3.2 

 

＜現状・課題・改善＞ 

 ・情報化に対応する環境は、今や必須の教育環境となっています。情報化による授業改善

を進めるために、持続的な情報環境の整備・改善が学校運営に求められます。 

 ・学校安全計画に従って消防署員を講師として招聘し、年１回避難・消火訓練を実施して

います。また、防火設備点検や防犯機器点検等も法令に従って実施しています。今後も

適切な危機意識をもって防災対策・対応に取り組んでいきます。 

 

（７）学生の受入れ募集 

評 価 項 目 
適切---4、ほぼ適切---3、 

やや適切---2、不適切---1 

評定 

平均 

・学生募集活動は、適正に行われているか ４  ３  ２  １ 3.4 

・学生募集活動において、教育成果は正確に

伝えられているか 
４  ３  ２  １ 3.2 

・学納金は妥当なものとなっているか ４  ３  ２  １ 3.4 

 

＜現状・課題・改善＞ 

 ・学生を通した高校とのつながりを密にしたいと考え、在校生からのメッセージカードを

出身校へ送る取り組みをしています。生徒募集への効果のほどはわかりませんが、本校

の教育への理解が図られることを期待して行っています。 

 ・今年度の高校訪問は、計画通りに全県下の高校へ伺うことができました。高校訪問では、

本校の学校情報の他に、介護の魅力、介護業界の現状や今後の展望、卒業後のキャリア

アップなどの情報を提供しています。 

・web 広告の活用など時代に合った媒体を活用した広報活動への転換を図るために、セ

キュリティなどのネット環境の整備や情報モラルなどの学生指導など、専門業者・専門

家の力を借りながら広報活動を展開する方向を検討しています。 

 ・外国人留学生の募集については、今後も仲介業者との提携を軸に進めていきます。 

 ・離転職者訓練事業は来年度も継続します。来年度の定員は５名で、募集は１月９日から

始まっています。 


